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人材
（育成と活用）

かたち
（計画のフレーム，
計画の手続き，
運営・管理・

人材活用の仕組み）

連携
（実践のための組織間連携

，新たな公の連携）
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「かたち」についての現状認識

• もはや後戻りできない「参加型計画」

• ただ、その

– 制度化

– 参加に要するコスト意識（特に行政）

• などがわが国では全く未成熟

• 行政に、「参加に逃げる」傾向すらあるのでは？

– 「地元の盛り上がりに期待する」

– 「地元からの意見が多ければ考える
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｢制度なき参加型計画｣

• 都市計画、道路計画

– ｢参加｣以前の問題として、議論の対立、紛争が生
じることが容易に想定される分野なのに、それを
想定した制度になっていないのでは？

– 議論の｢出口」が制度化されていない！
» 諦めるまでだらだら続ける、のでいいのか？

– 「決定に至るルール」が未確立
• フォーマルなルールの前段階のインフォーマルな取組
みだけを見よう見真似でやっているような状態
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｢制度なき参加型計画｣

• 地区レベルの交通

– 規模や参加手法が、まちづくりと同じとみなされ、
交通分野では、参加型計画が最も進んだ。

– ｢住民主導」の事業も登場

– だが、法制度の根本が変わらないため、摩擦を
生じる例がある。

– 結局最後は｢道路管理者｣、｢公安委員会｣の世界
• 住民側のフラストレーション
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｢制度なき参加型計画｣

• 地区レベルの交通

• くらしのみちゾーンをめぐる○○市道
路課や○○区道路管理課の対応につ
いての一考察

• ｢住民主導」で始まる事業に行政は基
本的にまだまだ後ろ向きなのでは？

• 制度的な検討は必要ないか？
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人材

たまたま｢いい人｣
がいない時は諦
めるしかない？

｢いい人｣を連れてくる。
｢いい人｣に活躍してもらう。

｢いい人｣を育てる。
ための

かたち
とは？

「事業の成否は
結局は

『ひと』だよ」
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トリックスター論

お城の隅々まで自由に歩き回り、やりたいことをやり、とき
には王様の傍らに居て言いたい放題をいうが、権力機構の
内側には決して入らない道化。

道化の存在により、王様が｢裸の王様｣になることが避けられ
るし、国の民は、王様の悲しみを理解することができる。

ポイント
既成の関係性の外に位置すること。
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発表・討議概要

• 当日は、「トリックスター」が活躍した事例を中心に
発表を行った。

• ポイントの、「既成の関係性（上下関係、甲乙関係、
敵対関係、・・・）の外に位置すること。」に関連して、
実際の事例での「トリックスター」の立ち位置や役割
等について議論が集中した。

• 発表のような特殊事例にとどまらず、その存在を一
般化して機能させるためには、どのような「かたち」
が必要なのか、が議論され、かつ今後の課題とされ
た。

• また、交通以外の分野での活躍の可能性について
も議論された。


